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数字で見る世界の映画保存：その現状と課題
　　　　一FIAFによる世界の映画保存機関総合調査一
　　　　　　　　　　　　FIAF　Statistical　Survey
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FlAF統計調査1995：解題

「FIAF統計調査｛995（FIAF　Statistical　Survey）」の表紙

　14頁～16頁に訳出して紹介するのは、

「FIAF統計調査1995（FIAF　Statistical

Survey）」の調査結果の報告及び資料グラフ

である。この調査の質問票は1991年から1995

年にわたって108のFIAF加盟アーカイヴ

（準・賛助会員を含む）に送られたが、次頁以

降の報告は、調査に寄せられた64の回答に23

のアーカイヴに関するその他の情報1を加え

て作成され、1995年4月のFIAFロサンゼル

ス総会においてミシェル・オベール（現会長）よ

り発表されたのち出版され、各会員アーカイ

ヴに配布されたものである。ここではまず、本

調査をめぐる状況について若干の説明をして

おこう。

　現在、映画産業・文化が置かれている状

況は複雑かつ困難なものだが、当然のことな

がらフィルム・アーカイヴを取り巻く環境も非常

に厳しい。効果効率を最優先する映画産業の

経済性が従来にもまして映画文化そのものを

大きく左右している状況にあって、「FIAFのよ

うな非営利目的で動くネットワークが存在して

こそ、フィルムに残されたさまざまな文化的記

憶を次世代に継承していくことができる」という

ミシェル・オベールの結論はFIAFの基本姿勢

をよく表わしている。さて今回の調査が実施さ

れた目的を私なりに推察してみると、

1）FIAF加盟アーカイヴの全体像を把握する

2）アーカイヴ別という従来の考え方から一歩

進み、国・地域という大きな枠組みでのアーカ

イヴ群という考え方を導入することにより、加

盟アーカイヴそれぞれのポジションを相対的

に把握する

3）アーカイヴ間の横のつながりを再認識する

4）各地域ごとのアーカイヴにとって、現状分析

やアーカイヴとしてのポリシーを確立していく

上での参考データを提供する

という4点が挙げられる。

　歴史的にヨーロッパ、北アメリカのフィルム・

アーカイヴがイニシャティブをとってきたFIAF

だが、国際的な組織として発展を目指す連盟

にとって今後重要性を増していくのが、限られ

た豊かな地域、国だけに終わらない横並びの

ネットワークを広げようとする動きであり、今回

の大規模な統計調査もその一環として捉える

ことができる。こうした動きの背景には、たとえ

ばリュミエール・プロジェクトなどでも明らかなよ

うに、映画遺産が各地に散在しているため一

国のアーカイヴ単独の力では十全な映画保

存や復元ができないという状況が考えられ

る。2

　今回の調査によって明らかになったアーカイ

ヴが抱える共通の問題は、データ管理、法定

納付制度、技術の向上、設備の充実に関する

ものだ。アーカイヴが行うさまざまな業務のう

ち、プログラミングに関していえば、十分とは

いえなくともかなり充実したレベルにあるといえ

る。しかし映画保存に関する諸問題に目を向

けると、まだまだ多くのアーカイヴが難題を抱

えていることが分かる。そのなかで当面の課

題としてFIAFが最も重要視しているのは、映

画保存に最低限必要な技術的側面の充実、

具体的には「可燃性フィルムの転写複製プロ

グラム」の早急な推進だ。レポートはアーカイ

ヴ間の横並びの相互協力が必要であることを

強調し、「テクニカル及びカタロギング・コミッ

ションの専門家たちはこうした問題の厳しさを

十分に認識し、できるかぎりの尽力や助言を、

特にこうした協力を必要としているアーカイヴ

には、提供しなければならない」と提言してい

る。

　こうした技術的側面の向上を図ることと並行

して、適切な映画保存に欠かせないのが「カ

タログ」の完備であるが、多くのアーカイヴが

それに向けて一層の努力をすべきだとレポート

は指摘している。保管ざれた膨大な量のフィ

ルムのカタログを作成するためには、コンピュ

ータ・テクノロジーなどの利用・活用はもちろん

だが、それにもまして重要なのが必要十分な

数のスタッフの確保であり、とくにこれは限られ

た予算や施設しかないアーカイヴにとっては

切実な問題となっている。

　また、テレビ放映やビデオ・セールス、ある

いはデジタル・テクノロジーを取り巻く法律上、

経済的問題もアーカイヴが抱える重要な課題

だ。FIAFは著作権をめぐる諸問題や法定納

付制度について以前から取り組んできたが、

今回の調査でも、コレクションの充実を図り、

新たな大規模復元プロジェクトに着手するた

めには、アーカイヴの法的な地位を確立して

いく必要性があることを示唆している。特にア

ーカイヴの限られた予算で費用のかかる大が

かりな復元事業を完成させるためには、今後、

映画産業からの資金援助を得るかわりに復元

されたものへのアクセスを保証するのはもちろ

ん、ますます業界との緊密な相互協力が必要

NK　NEW5m荘R－13



連載

になってくるだろうとレポートは勧告している。

　今回特に明らかになったのは、アーカイヴ

間に歴然たる地域格差が存在するという事実

である。ある程度の地域差は十分予想された

とはいえ、108のFIAF加盟アーカイヴのうち

（1995年4月現在）、ヨーロッパと北アメリカに

所在する8つのアーカイヴで、FIAF加盟アー

カイヴ全体で保管するフィルム総量の73％を

所有するという事実そのものに、経済的、政治

的、歴史的なさまざまな事情によってアーカイ

ヴ間に生じた地域格差の実情が端的に表わ

れている。このような地域差は今後是正される

べきである。地域間の格差を抱えたままでは、

FIAFが推進する「基本的に各フィルム・アー

カイヴがそれぞれの自国の映画遺産の保存・

復元・発展に貢献し、そのために横レベルの

ネットワークを拡げていく」というポリシーの実現

はますます困難になるだろう。また当然ながら、

現在のようなヨーロッパ中心主義が存続して

アーカイヴ間の格差が今後も広がるようでは、

横のネットワーク拡大はなかなか望めない。だ

がその一方で、基本的なアーカイヴ施設・設

備さえ十分でない、いわゆる発展途上にある

フィルム・アーカイヴが、映画保存に向けての

「パイオニア的仕事」を行い、さまざまな困難

な状況にもかかわらず、意欲的に映画保存、

復元、カタログ製作といった事業に取り組もうと

している姿勢も評価に値する。FIAFが横のネ

ットワークを効率的に拡げていくためには、まず

地域ごとの自立性を高め、そのブロック化を計

りつつ、アーカイヴ間の格差を少しでも埋めて

いく努力を続けなければならない。

　最後に、この統計調査の結果をフィルムセ

ンターに関わる問題として考えてみたい。セン

ターは技術・設備面においては今回の調査に

参加したアーカイヴのなかでも最高水準にあ

ると考えられる。しかし設備などがあまり十分

でないアジアのアーカイヴのスタッフ数が、予

算などに比べて充実しているのを考慮すると、

センターのスタッフ不足は切実な問題だ。また

多くのアーカイヴと同様に、センターも原則とし

て所蔵作品の無制限な一般からのアクセスを

認めていない。FIAFは開放的なアーカイヴ

を目指すことをその方針としているが、わが国

の映画産業を取り巻く独自の歴史的、文化的

状況や唯一の国立のフィルム・アーカイヴとし

ての立場を考えるといろいろ難しい問題が生

じてくる。しかし、そういった事情を考慮したと

しても、アクセスの認可については今後の課

題とするべきであろう。また、アジアのアーカイ

ヴとのネットワークの拡大や法定納付制度の実

現なども早急に検討すべき課題であるが、国

立のアーカイヴとしての立場との折り合いをう

まく図りながら、こうした問題に善処すること

が、今後のセンターのスムーズなアーカイヴ

業務や映画保存事業を推進していく上では欠

かせないといえるのではないだろうか。塁

　　　　　　　　　　　　　（客員研究員）

【調査の目的】

　調査の目的は大地域ごとにまとめた映画保

存の状況を把握し、どのような問題を抱えて

いるかに目を向けることである。88の調査参加

アーカイヴの大地域別内訳は表1のとおり。

【調査結果】

以下に各地域ごとの統計を示す（数字はすべ

て概数）。

1．コレクションの規模

　アーカイヴが保管するフィルムの総量は21

億200万㍍に達する（35mmフィルムを24fps

で上映して約128万時間分の長さ）。

　地域別内訳は、アフリカ（100万㍍）、南アメ

リカ（1億5，000万㍍）、北アメリカ（4億1，000万

㍍）、アジア（2億1，000万㍍）、ヨーロッパ（13

億㍍）、中東（1，400万㍍）、オセアニア（1，700

万㍍）となっている（グラフ1参照）。

　フィルム総量の73％近くを8アーカイヴ（ブリ

ュッセル、ボワ・ダルシー［仏・CNC］、ワシント

ンD．C．［米・議会図書館、ナショナル・アーカ

イヴズ］、モスクワ、ローザンヌ、ロンドン、ベオ

グラードの各都市に所在）で所蔵する。これに

他の12アーカイヴの所蔵量を加えると全体の

75％を占めることになる。

　不燃性フィルムに転写複製すべきナイトレー

ト（可燃性）・フィルムの残量は1億6，000万4

（約526万㍍）。

　アーカイヴで保存処理（転写複製）されたフ

ィルムの数は160万本で、その約半数がそれ

ぞれの自国製作作品にあたる。総本数と自国

本数の割合はグラフ2のとおり。

　88のアーカイヴすべてが映画コレクションと

ともにさまざまな関連資料（図書、雑誌、脚本、

ポスター、スチル写真など）も保存している。

今回の調査では統計としては充分なデータを

得ることが出来なかった。

表1

2．財政事情

　88のアーカイヴのうち68アーカイヴの予算

を合わせると毎年1億米ドルを越す総予算とな

り、その内30％以上が保存、復元に充てられ

ている。地域別の総予算および保存、復元へ

の支出額についてはグラフ3を参照。

3，スタッフ

　88アーカイヴ全体のスタッフ数は2，854人。

地域別の内訳と保存・復元に係わるスタッフ

数の内訳はグラフ4を参照。

4．法定納付制度（リーガル・デポジット）

　法定納付制度を実施しているのは26か国

で、その実施内容は国により異なる。3

　回答した国・地域の半数のアーカイヴでは

法的地位が確立しているが、その他では法的

立場が不安定で何らかの援助、対策を必要と

している。特に、国内の政治・経済事情の変

化、悪化などによりアーカイヴの法的立場が

影響を受けている地域では、制度の必要性が

より強く認識されている。

5．施設・設備

　39のアーカイヴはアーカイヴ作業に十分な

施設と技術を備えているが、23のアーカイヴ

は未だ基本的な設備（例えばクリーニング設

備、ヴューイング機器、修理用キットなど）さえ

不十分な状況にある。

6，プログラミング

　57のアーカイヴが一応十分な上映施設が

あると回答している。回答した64のアーカイヴ

で合計98の上映施設がある。年間上映回数

のトータルは35，570。グラフ5はその地域別年

間上映回数を示す。

　上記57のアーカイヴのうち、年間1，500以、ヒ

の上映プログラムを提供しているのは、ブリュ

ッセル、ニューヨーク（MOMA）、パリ（シネマ

テーク・フランセーズ）、プーナ（インド）とトリノ。

また、27のアーカイヴは350から1，000の上映

プログラムを提供している。ほとんどのアーカ

イヴは、自ら復元・保存した作品に加えて古

地域 アーカイヴ総数 国・地域名（日AF加盟アーカイヴが2つ以上ある場合の数）

アフリカ 3 アンゴラ／ブルキナファソ／ジンバブエ

南アメリカ 16 アルゼンチン／ボリビア／ブラジル（2）／コロンビア／キューバ／エクアドル／メキシコ

（2）／ニカラグア／ペルー／プエルトリコ／ウルグアイ（2）／ベネズエラ（2）

北アメリカ 11 カナダ（2）／米国（9）

アジア 10 バングラデシュ／中華人民共和国／インド／イラン／日本／朝鮮民主主義人民共和

国／大韓民国／台湾／タイ／ベトナム

ヨーロツハ 42 アルバニア／オーストリア／ベルギー／ブルガリア／クロアチア／チェコ／デンマーク／

フィンランド／フランス（4）／ドイツ（4）／イギリス（3）／ギリシャ／ハンガリー／アイスラン

ド／イタリア（4）／ルクセンブルク／マケドニア／オランダ／ノルウェー／ポーランド／ポル

トガル／ルーマニア／ロシア／スロベニア／スペイン（2）／スウェーデン／スイス／トルコ／

バチカン／ユーゴスラビア

中東 3 エジプト／イスラエル（2）

オセアニア 3 オーストラリア（2）／ニュージーランド
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表2

力夕ログ インデックス

地域
有 一般アクセス可

カード式 コンピュータ式 混合 完了 有 一般アクセス可

アフリカ 1 1 0 1 0 1 1 1

南アメリカ 9 7 4 4 1 2 6 5

北アメリカ 8 6 0 3 5 1 7 5

アジア 8 6 3 2 3 1 7 6

ヨーロッパ 33 17 8 2 23 10 28 21

中東 3 2 1 0 2 0 2 2

オセアニア 3 3 0 † 2 0 ］ 1

計 65 42 16 13 36 15 52 4
1

（数字はアーカイヴ数）

表3

地域 アーカイヴ数

南アメリカ 2

アジア 3

ヨーロッパ 5

オセアニア
1

レート・フィルムの専用保管庫やアセテート、カ

ラー素材のためのより良い保管施設を望んで

いる。

表4

地域 アーカイヴ数
転写複製予定の可燃性フッテージ

　　（単位：百万メートル）

南アメリカ 6 0．96

北アメリカ 3 28

アジア 4 2．4

ヨーロツパ 16 128

オセアニア 2 L3

ラパス、リオデジャネイロ、ボゴタ（フォンダシオ

ン・バトリモニオ・フィルミコ・コロンビアノ）、キ

ト、モントリオール、ダッカ、プーナ、ピョンヤ

ン、ウィーン（オーストリア・フィルム・アーカイ

ヴ）、ソフィア、ヘルシンキ、アテネ、ジェモー

ナ、ルクセンブルク、リスボン、ブカレスト、モ

スクワ、マドリッド、バレンシア、グラスゴー、ベ

オグラード

典作品などによる特集上映をしている。

7，データ管理（カタログ、インデックス、フィル

モグラフィ等の作成）

　データのコンピュータ化が進んでいるにもか

かわらず、カタロギングは未だ重要な課題で

ある。コレクションのカタロギングを完了したの

は、12のアーカイヴ。自国製作映画総目録

（ナショナル・フィルモグラフィ）が存在するのは

46か国で、これを出版しているのはそのうち15

か国に過ぎない。（詳細は表2を参照）

　回答で示された「カタログ」に、初期のドキュ

メンタリー、ニューズリール、短篇などが除外

されているケースが多いことは今後是正され

なくてはならない。しかし、一番の問題は64の

アーカイヴのうち、41アーカイヴしか目録への

一般のアクセスが可能になっていないという

点である。

　少なくとも以下の都市にある25のアーカイヴ

は、所蔵作品への無制限なパブリック・アクセ

スを原則として認めていない。

　ブエノスアイレス、ラパス、モンテビデオ（アル

　シーボ・ナシオナル・デ・ラ・イマゲン）、メキシ

　コ（シネテカ・ナシオナル）、モントリオール、ロ

　チェスター、プーナ、ウィーン（オーストリア・フ

　ィルム・アーカイヴ）、東京、ピョンヤン、バンコ

　ク、ブリュッセル、プラハ、コペンハーゲン、パ

’リ（シネマテーク・フランセーズ）、トゥールーズ、

　フランクフルト、ミュンヘン、トリノ、ルクセンブ

　ルク、オスロ、ワルシャワ、リスボン、ストックホ

　ルム、ローザンヌ。

8，その他の課題・諸問題

　回答にはアーカイヴが抱えている様々な問

題・課題が挙げられた。

・失われたフィルムの探索

　表3の11のアーカイヴが、自国の失われた

フィルムを捜し出す総合的なプロジェクト

（National　Film　Search）に乗り出したいと

考えている。

・可燃性フィルムの転写複製と復元プロジェク

ト

　32のアーカイヴは可燃性フィルムの転写複

製事業の充実を図ることを望んでいる。実際

の転写予定のフッテージについては表4を参

照。

・予算とスタッフ

　64の内30のアーカイヴは予算上の問題を抱

えており、12のアーカイヴは永続的なスタッフ

不足という問題も抱えている。

・法定納付制度

　以下の7か国は早急に法的納付制度を映

画フィルムに適用したいと考えている。

大韓民国、ドイツ、イタリア、ポルトガル、スペ

イン、トルコ、イギリス

・技術的な施設

　以下に挙げる11のアーカイヴが、フィルム・

クリーニングや修復、白黒作品の複製などを

行うことができるアーカイヴ専属のラボ施’設を

持ちたいと思っている。

ブエノスアイレス、ラパス、リオデジャネイロ、

ボゴタ（フォンダシオン・バトリモニオ・フィルミ

コ・コロンビアノ）、キト、モンテビデオ、ダッカ、

プーナ、ベルリン（ドイツ・キネマテーク財団）、

アテネ、リスボン

下記の都市にある21のアーカイヴは、ナイト

・プログラミング

　キト、ソウル、ボローニャにある3つのアーカ

イヴは、プログラミングに関するアーカイヴとし

てのポリシーを確立したいと望んでいる。

・カタロギング

　以下の14のアーカイヴは、コンピュータ・プ

ロジェクトを推進し、これによって未処理のカタ

ロギングを完成したいと望んでいる。

リオデジャネイロ、ボゴタ（フォンダシオン・バト

リモニオ・フィルミコ・コロンビアノ）、キト、モン

トリオール、メキシコ、プーナ、ピョンヤン、ソフ

ィア、ベルリン（ドイツ・キネマテーク財団）、ブ

ダペスト、スコピエ、アムステルダム、ブカレス

ト、ベオグラード

・法的問題

　17のヨーロッパのアーカイヴは正当な法的

地位を確立し、それにもとつくもっと安定した形

で事業を展開したいと望んでいる。

・映画博物館

　ベルリン（ドイツ・キネマテーク財団）、トリノ、

ヘルシンキ、マドリッド、モントリオールの都市

にある6つのアーカイヴが映画博物館を設立

したいと考えている。

、i．l
l
I1990年FIAF総会で発表されたマリア・リータ・ガルウァオ

　によるラテン・アメリカのアーカイヴに関する調査、FIAF年

　報などによる。但し、オベールの調査結果報告と資苦｝グラ

　フの数字は必ずしも一・致しない。

2例えは本誌第11・12，｝の特別レポートを参照していただけ

　れば、現在のNFCのフィノレム・アーカイヴ活動もすでにこう

　した認識と方向性にもとついた着実なステップを踏み出し

　始めていることがわかるだろう，

3詳細については本誌第8号を参照のこと，，
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東京国立近代美術館フィルムセンターは、国際フィ

ルム・アーカイヴ連盟（FIAF）の正会員です。

FIAFは文化遺産とじて、また、歴史資料としての

映画フィルムを、破壊・散逸から救済し保存しよう

とする世界の諸機関を結びつけている国際団体で

す。

National　Film　Center（NFC）of　Tbe　NaUonal　Mu－

seuln　ofModern　Art，　Tokyo　is　a　hlll　member　ofthe

Imernational　FederaUon　of　Film　Archives（FIAF）．

The　FederaUon　brings　together　insti〔utions　dedi－

cated　to　the　rescue　and　preservaUon　of　mms，　both

as　elements　of　cultural　heritage　and　as　historical

documents．

東京国立近代美術館ホームページ
http：〃www，momatgo．jp／

お問い合わせハローダイヤル

呑03－3272－8600

籔3：ご轡≧
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